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令和６年教育委員会第１回臨時会会議録 
 

開会日時  令和６年１月２６日        午前 １０時００分 

閉会日時    同    上         午前 １０時５２分 

  

場  所   教育委員会室  

 

出席委員   教 育 長  小 花 高 子 

       同職務代理者  谷 部 憲 子 

       委  員  井 口 信 二 

       委  員  上 原 有美江 

       委  員  壷 内   明 

       委  員  青 柳   豊 

 

 

議場出席委員  

・教 育 次 長    中島 俊一 

・教育総務課長    山崎  淳 

・学校環境整備担当課長    尾崎 隆夫 

・指 導 室 長    谷合みやこ 

・学校教育支援担当課長    大川 千章 

・統括指導主事    青木 大輔 

・放課後支援課長    石川まどか 

・生涯スポーツ課長    柿澤 幹夫 

・学校教育担当部長    佐々木健二郎 

・学校施設担当課長    小野村守宏 

・学 務 課 長    羽田  顕 

・学校教育推進担当課長    江川 泰輔 

・統括指導主事    木村 文彦 

・地域教育課長    髙橋 裕之 

・生涯学習課長    柏原 正彦 

・中央図書館長    新井 秀成 

 

書  記 

・教育企画係長   大石 睦貴 

 

開会宣言  教育長 小 花 高 子 午前１０時００分 開会を宣する。 

 

署名委員  教育長 小 花 高 子  委 員 谷 部 憲 子  委 員 井 口 信 二 

       以上の委員３名を指定する。 
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開会時刻１０時００分 

○教育長 おはようございます。それでは、出席委員が定足数に達しておりますので、令和６

年教育委員会第１回臨時会を開会いたします。 

 本日の議事録の署名は、私に加え、谷部委員と井口委員にお願いをいたします。 

 それでは、議事に入ります。本日は、議案等が１件、報告事項等が３件でございます。 

 それでは、議案第２号「葛飾区文化財保護審議会への諮問について」を上程いたします。 

 生涯学習課長。 

○生涯学習課長 それでは、議案第２号「葛飾区文化財保護審議会への諮問について」をご説

明させていただきます。 

 まず、「提案理由」でございます。葛飾区文化財保護条例第 25条の規定に基づき、葛飾区文

化財保護審議会に諮問する必要があるので、本案を提出するものでございます。 

 １枚おめくりいただきまして、諮問文（案）をご覧ください。１の「諮問事項」でございま

す。案件は２件ございまして、まず（１）の「区指定文化財の名称変更について」でございま

す。アの「対象文化財」は、区指定記念物、東水元熊野神社のタブノキ２株でございます。イ

の「理由」は、熊野神社にある区指定記念物であるタブノキ２株のうち、鳥居右側の１株が枯

れたことにより、倒木の恐れがあったため所有者が伐採し、「文化財の滅失等の届」が、資料

３枚目、別紙１のとおり提出されたものでございます。そのため当該文化財の名称変更につい

て諮問するものでございます。 

 続きまして、２件目です。（２）の「区指定文化財の指定について」でございます。アの「対

象文化財」は、区指定有形文化財候補の木造聖観音菩薩立像でございます。対象物件の概要を

ご説明させていただきます。おめくりいただきまして、資料４枚目の別紙２をご覧ください。

本物件の所在地は、表の中ほどにございますように亀有三丁目の恵明寺でございます。さらに

おめくりいただきまして、資料下の標記で１ページとなっているページをご覧ください。本件

に関し、２名の調査員による調査報告書でございまして、形状や構造などについて、調査結果

が記載されております。また、次ページ、像の特徴と制作時期の項目をご覧ください。５行目

に記載されておりますとおり、12世紀、京周辺で制作されたものと推測されております。さら

に、同ページ下の表をご覧ください。一番上にあります総高、全体の高さでございますが、こ

ちらが 110センチ、その下、本体にあります像高、仏像自体の高さにつきましては、約 53セン

チでございます。さらにおめくりいただきまして、３ページ、４ページが仏像部分の写真でご

ざいます。さらにおめくりいただきまして、５ページの右側の写真が実際に安置されている状

態の全体像となるものでございます。 

 恐れ入りますが、資料２枚目の諮問文案にお戻りください。２の「答申期日」につきまして

は、記載のとおり、令和６年３月 22日といたしております。 
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 私からの説明は以上でございます。ご審議いただきますようよろしくお願いいたします。 

○教育長 ただいまの説明につきまして、ご質問などございますでしょうか。よろしいですか。 

 それでは、お諮りいたします。議案第２号について、原案のとおり可決することにご異議ご

ざいませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○教育長 異議なしと認め、議案第２号は、原案のとおり可決といたします。 

 続きまして、報告事項等に移ります。報告事項等の１「令和５年度葛飾区奨学資金奨学生採

用候補者の決定について」の報告をお願いします。 

 教育総務課長。 

○教育総務課長 それでは、令和５年度葛飾区奨学資金奨学生採用候補者の決定につきまして、

ご報告申し上げます。 

 昨年 12月に開催いたしました、葛飾区奨学資金選考審査会におきまして、選考の結果、下記

のとおり、採用候補者を決定したためにご報告するものでございます。 

 まず１番の「対象者及び募集人数」につきまして、記載のとおりとなってございます。 

 ２番の「応募状況」でございます。（１）「高校等進学予定者」につきまして、５人の応募

がございました。ちなみに昨年度も５人の応募でございまして、（２）の「高校等に在学中の

者等」につきましては、１人の応募がございました。 

 ３番の「採用候補者の決定」でございます。学業意欲及び人物、また収入状況等によりまし

て、審査を行った結果、応募者全員の６人を採用候補者としたところでございます。内訳につ

きましては、その下に記載のとおり、高校等進学予定者につきましては、公立１人、私立４人、

高校等に在学中の者が私立１人というものでございます。 

 簡単ではございますが、ご報告は以上でございます。 

○教育長 ただいまの報告につきまして、ご質問やご意見ございましたらお願いしたいと思い

ます。 

 上原委員。 

○上原委員 この方たちの奨学資金は、毎月という形なのか、それとも１年間というのか。ど

ういった形で支給するのかを教えてください。 

○教育長 教育総務課長。 

○教育総務課長 支給につきましては，入学時に必要なお金と毎月の学業に必要なお金という

ことでお支払いをしているところでございます。 

○教育長 上原委員。 

○上原委員 具体的には、大体どのくらいの金額なのでしょうか。 

○教育長 教育総務課長。 
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○教育総務課長 国・公立と私立で２つのパターンがございます。まず入学に際して必要なお

金ということで、国・公立については５万円、私立については 10万円でございます。それから、

毎月の金額でございますけれども、国・公立は月額１万 8,000 円、私立で月額３万円というこ

とになってございます。 

○教育長 上原委員。 

○上原委員 高校も無償化になってきているわけですよね。それでも足らないといいますか、

このように借りなくてはならないというような事情があるのでしょうか。 

○教育長 教育総務課長。 

○教育総務課長 この制度をご利用いただく方の要件の１つとして、収入状況がございます。

こちらにつきましては、生活保護基準額のおおむね 1.5倍程度までの世帯収入のご家庭を対象

としております。 

○教育長 上原委員。 

○上原委員 奨学資金をもらっている方のお話を聞かせていただくと、これだけでは足らなく

て、高校生になるとアルバイトをしないとやっていけないというような話を聞いたことがある

のです。だから無償化したとしても、こういった奨学金が必要なのだなということを実感させ

ていただきましたので質問させていただきました。 

○教育長 ありがとうございます。ほかにはいかがでしょうか。よろしいですか。 

 それでは、以上で報告事項の１を終わりといたします。 

 続いて、報告事項等の２「令和５年度東京都児童・生徒体力・運動能力、生活・運動習慣等

調査の実施結果について」の報告をお願いします。 

 指導室長。 

○指導室長 それでは、私から「令和５年度東京都児童・生徒体力・運動能力、生活・運動習

慣等調査の実施結果について」ご報告をいたします。 

 まず、この「調査の目的」でございますが、児童・生徒の体力・運動能力・生活習慣等の実

態を把握、分析し、成果と課題の検証、そして体力・運動能力の向上に関する継続的な検証改

善サイクルを確立するというものでございます。 

 「調査の内容」につきましては、資料にございますとおり、小学校段階では、握力・上体起

こし・長座体前屈・反復横とび・20mシャトルラン・50m走・立ち幅とび・ソフトボール投げで

ございまして、中学校段階では、20mシャトルランが持久走との選択となり、ソフトボール投

げがハンドボール投げとなります。そして、これらの種目をもちまして、筋力・投力・持久力・

瞬発力等の力について分析をするということでございます。 

 そして、生活・運動習慣等の調査につきましては、質問紙調査の形式で行われております。 

 調査の対象は、小学校１年生から中学３年生までの全学年・全児童・生徒でございます。 
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 それでは、今年度の葛飾の子どもたちの結果についてご説明申し上げます。資料をおめくり

ください。こちらが今年度の結果でございます。表のうち、網かけ、斜線がかかっている項目

が東京都の平均と同等、もしくは上回っているものでございます。ご覧いただきますとおり、

身長については、男子で６つの学年で、女子は９学年中８学年で上回り、体重では全ての学年

で平均と同等もしくは上回っているという状況でございます。小学校におきましては投力、そ

して瞬発力が課題となっております。立ち幅とびとソフトボール投げが課題として挙げられま

す。また中学校ではハンドボール投げ、20mシャトルラン、持久走等の持久力が挙げられまし

て、こちらも投力と持久力が課題となっております。 

 それでは、資料の３ページをご覧いただけますでしょうか。図１に、ここ 10年間の結果につ

いての推移をお示ししております。平成 30年度をピークに下降の傾向がございます。下降もし

くは横ばいという状況にあることが見てお分かりいただけるかと思います。こちらの傾向は、

東京都も同様の傾向にございます。 

 こちらに関しましては、新型コロナウイルス感染症対策ということで、外遊びにも制約がご

ざいましたし、自宅での待機を求められるなど体を動かす機会が減少したことも影響している

かと思います。これにつきましては、運動実施の日常化が大きな課題となっていたと思います

ので、小学校におきましては外遊びの推奨と体育の学習の充実、そして中学校におきましては、

これまでも葛飾区では体力アッププログラムに取り組んでまいりましたが、引き続き取り組み、

一層充実させるとともに、毎日短時間でも運動の積み重ねができるように運動方法や適度な運

動を行うことのメリットなどの知識理解の充実も必要だと考えているところでございます。 

 それでは、生活習慣等の結果につきまして、資料をおめくりいただきまして、別紙２、そし

て別紙３をご覧ください。こちらが生活運動習慣等の調査結果でございます。運動に対する肯

定的な回答につきましては、今年度も同様に高い水準にあります。そして、図の３を見ていた

だきますと、運動実施率が中学校になって運動部活動の加入が増えることで、中学校１年生か

ら、毎日あるいは時々の数値が増えていくということが、見てお分かりいただけるかと思いま

す。 

 それでは、おめくりいただきまして、別紙３、学習以外での画面の視聴時間につきまして、

ご覧いただきますと、昨年度のご報告で３時間以上の視聴が大変高い割合にあるということが

課題であるということをご報告したかと思うのですけれども。図７をご覧いただきますと、前

年度から余り改善が図られていないということが分かりますので、今後は引き続き携帯電話や

タブレット端末等の視聴時間について、保健の学習やセーフティ教室、また保護者会などの機

会を活用しまして、健康的な生活習慣の大切さへの理解、そして改善に向けた取組を進めてい

かれるよう、各学校に指導・助言をしてまいりたいと考えております。 

 ご報告は以上でございます。よろしくお願いいたします。 
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○教育長 ただいまの報告につきまして、ご質問やご意見などございましたらお願いしたいと

思います。 

 壷内委員、お願いいたします。 

○壷内委員 葛飾区は体力・運動能力の向上について、よく取り組んでいるなと思いますので、

このまま継続していただきたい。この３ページの今後の対策のところにありましたように、ぜ

ひよろしくお願いしたいなと考えております。 

 生活・運動習慣等の調査で、学習以外での画面の視聴時間が３時間以上というのは非常に多

いなという印象を受けました。中学３年生は 44から 45％かな。 

１日の運動量は１時間以上が望ましいとされています。ただ、タブレット端末等の画面視聴

時間については、勉強する時間とゲームをする時間があると思います。そのゲームをしたりす

る時間が、何時間ぐらいが望ましいのか。そこについて指導する場合、学校によってそれぞれ

違うということは、またおかしいのです。どのぐらいが適切かというのは、学校からも上がっ

てきていますか。教えてください。 

○教育長 指導室長。 

○指導室長 特段、区から学習以外の視聴時間を何時間にするというような目安は示しており

ません。例えば、青葉中学校などでＳＮＳの学校ごとのルールをつくっている資料を拝見しま

すと「１時間以内にしましょう」のような、一定の時間を子どもたちの中で話し合って決める

などの取組がございます。しかし、区としての推奨時間や制限時間等は特段、定めてございま

せん。 

○教育長 壷内委員。 

○壷内委員 私も子どもたちにどれぐらいと聞かれるときがあるので、運動量は１時間以上で

すから、ゲームで遊ぶのは１時間以内だねという話を時々するのです。それが適切なのか、あ

るいは２時間までは大丈夫なのか、これも各家庭で考えが違うので学校も大変だと思います。

そのあたり共通見解持ちながら、ご指導願えればと思います。 

○教育長 ありがとうございます。 

 井口委員、お願いいたします。 

○井口委員 今の話に関連して。コロナ禍の前、中学校で全区的に中学校長会がリードして、

青少年委員も関わっていたのではないかなと思うのですけれど、各学校の生徒会でＳＮＳのル

ールを話し合って自分たちでルールをつくろう。外から決められるのではなくて自分たちでつ

くろうというのがありました。それで各学校の生徒会長が集まって、中学校長会のリーダーが

指導しながら、全区的にルールをつくって、一生懸命模索した時期があったと思います。単に

学校だけの取組じゃなくて、青少年委員の方も関わってくださっていた、とてもいい取組でし

た。コロナでその後は立ち消えたのですけれども、どうだったでしょうか。 
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○教育長 指導室長。 

○指導室長 そういった取組は行っておりました。区としては全中学校の中で、一つ結論が出

たと報告を受けているところでございますが、今のところ、そういった取組を全区的に取り組

んでいくという計画はございません。しかし、先ほど申し上げたような実践事例がそれぞれご

ざいますので、そういった好事例を中学校長会や小学校長会とも相談しながら横展開をして、

積極的に取り組んでまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○教育長 よろしいですか。 

 井口委員。 

○井口委員 別の件でもう一つ。２月に本田小で研究発表があると思います。その場で具体的

な取組が紹介されたり発表されたりするのではないかと楽しみにしております。３ページの今

後の対策の体力・運動能力のところで、各学校における体力向上に関する取組の成果が現れて

いると書いてあるのですけれども、具体的にこんな取組をして成果を挙げているというような

ものが、もしお分かりだったら教えていただきたいなと思っております。 

○教育長 指導室長。 

○指導室長 委員がお話のとおり、２月７日に本田小学校が東京都の推進校としての体力向上

に関する発表を行います。その中では体づくり運動の中で、日々の日常生活にも生かせるよう

な実践事例の紹介もございます。各学校でも具体的に取り組める事例でございますので、こち

らに関しましても積極的に区の中で共有いたしまして、拡げてまいりたいと考えています。 

 以上でございます。 

○教育長 井口委員。 

○井口委員 同じく今後の対策のところで、重点課題となっている立ち幅とびとかボール投げ

について、ボール投げに関しては 20年、ずっと重点課題になっていると思います。大谷翔平さ

んのグローブの寄贈がありましたが、野球離れもあるのかなと思っています。葛飾区小学校教

育研究会の体育科部では熱心に研究をやっているので、そういうところに研究の補助金も区か

ら出しているわけですから、区としてもこういう研究進めてくれと、ずっと課題だから何とか

ならないかということで、研究の取組の依頼なんていうのは無理でしょうか。そういうのも必

要かなと思うのですけれども。 

○教育長 指導室長。 

○指導室長 投力の課題に関しましては、委員がご指摘のとおり、10年、20年ほど前から言わ

れていることでございまして、東京都全体の課題でもございます。これの原因を振り返ります

と、投動作に関する体育の学習への取組というのは、そこだけ切り取ったものがないと申しま

すか、ゲームの中で投動作というのが入ってくるのですけれども。遠くに投げることを目指し
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た学習ではないということ。また、日常的な遊びの中で、ボールを投げるということが減って

いること。また、投動作に取り組む子どもたちが偏っていること。野球をやっている、ドッジ

ボール等の遊びが好きな子と、そうでない子との格差と言いますか、差が激しいということで、

平均を取りますとこのように低い数値になっております。傾向としては、投げることが得意な

子と、女子では５メートル程度しか投げられない児童が大勢いるということが課題だと考えて

おります。各学校でも休み時間に投動作に取り組めるような遊具を開発してみたり、葛小教研

の体育科部もそういった遊びを紹介してくださったり、地道な取組は進めているのですけれど

も、なかなか成果に結びついておらず、各校の課題に、区としての課題になっているところで

ございます。 

 現在のところは、投力に関して特化した研究の依頼をする予定はございませんが、今後も引

き続き体育部とも協力をして、区からの発信を続けていきたいと考えております。 

○教育長 よろしいですか。ほかにはいかがでしょうか。 

 青柳委員、お願いいたします。 

○青柳委員 生活習慣の調査の件で、１日の学習以外のタブレットもしくはスマホの視聴時間

についてなのですけれども、調査では上限が３時間以上と書いてあるのですけれども、今の中

学生や小学生は１日３時間どころではなくて、５時間、６時間見ている子が大勢なのかなと、

保護者の立場から感じているところです。 

 その理由としては、昔みたいに音楽を聴くとか、読書するとか、雑誌を見るとか、全てそれ

がスマホでできてしまうので、そういうところを鑑みたときに、数値を３時間以上ではなくて、

選択肢を増やしてみるのも一つではないかなと思います。また、それだけ長くスマホなりタブ

レットなり、手元のものを見続けるということで、視力や姿勢、ストレートネックの問題が一

時言われていましたけれども、その辺が影響として出ているのではないかなという思いもある

ので、できればその辺も含めて、今後、調査していただけたらありがたいと思いますし、警鐘

を鳴らすといったことで、視聴時間を短くしていくという形になったらいいのではないかなと

感じましたが、いかがでしょうか。 

○教育長 指導室長。 

○指導室長 こちらの調査項目につきましては、東京都が作成しているものでございまして、

恐らくここ数年はこの３時間以上という調査項目が続いていくものかと考えておりますが、青

柳委員のご発言にございましたとおり、５時間、６時間という子がこの中には内在していると

いうことは感じているところでございます。 

 やはり、保健の学習、また学級活動等の時間、保護者会等で長時間の視聴が体に与える影響、

特に小・中学生は成長期にありますので、そういったところで、私たち大人よりも影響が多い

ということも含めて、知識として理解をさせる。それは大変重要なところだと感じております
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ので、学校にも働きかけてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○青柳委員 ぜひ、よろしくお願いします。 

○教育長 よろしいですか。 

○青柳委員 はい。 

○教育長 上原委員、お願いいたします。 

○上原委員 青柳委員の関連になるのですけれども、いつも思うのは、例えば運動も運動すれ

ばするほど上手になるのです。だから、みんな一生懸命やる。ゲームもやればやるほどうまく

なるのです。そして、運動能力のある子はそれで認められるかもしれないけれども、ゲームが

上手であるということが、人間関係の中では非常にいい立場になる。だから、余計練習するの

です。それが難しいなと思うのです。そういう意味で、駄目というわけにもいかない。この子

たちにとってのゲームは人間関係を良好にするための一つのアイテムでもあるわけです。昔の

ことを言ってはいけないけれども、私たちが「8時だョ!全員集合」を見ていないと、翌日学校

に行けないとか、それと同じようなもので、会話の中の中心がそういうゲームの話になってし

まう。そういったことがあるからこそ、こういう問題はとても難しい。 

 一番、私困るなと思うのは、ゲームで一生懸命やるとかいうのではなくて、ただ単にネット

を見ているのが何の身にもついていないから、ある面では危ないのかな。だから、その辺を分

かってあげて指導していかないと、子どもたちに「はい、何時間です」と言っても、きっと納

得しないと思う。その辺の難しさを感じます。 

 ですから、ただ単に何時間にしなさいではなくて、親子で内容を話し合うことができるよう

になれば、一番いいのかなと思っています。ゲームも小さい画面では疲れるからといって、親

御さんが大きな画面でやらせている家庭もあるわけです。そういった家族で努力もしているの

です。ｅスポーツというものもできましたから、今後も課題になると思うのですけれども、こ

うであらねばならないみたいなのではなくて、内容をお互い話し合える、学校でもそういうよ

うな形で各保護者の方に取り組むような話をしていただくと、もっと親子関係もうまくいくの

ではないかな。ただ、親が学校で何時間と言われたから何時間よ。もう切りなさいとか言った

ら、きっと反発すると思うのです。隠れてやると思うし。そういうことをしないで済むような

形にしてもっていくというのは必要なのではないかなと考えましたので、質問させていただき

ました。 

○教育長 指導室長。 

○指導室長 委員がお話のとおりｅスポーツという種目が確立されておりますので、一概にゲ

ームも否定してはいけないと思いますけれども、依存症ですとか、中毒性ですとか、それによ

る昼夜逆転といった具体的な事例を何度か経験したことがございます。 
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 そこには、家庭の教育力と申しますか、保護者の考え、そして家庭での取組が大変重要にな

ってくるかと思いますので。例えば、保護者を巻き込んだ、ＳＮＳルールについての研修と申

しますか、啓発の機会ですとか、そういった機会を積極的に設けるように学校にも働きかけて

まいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○教育長 地域教育課長。 

○地域教育課長 今の委員からのお話のあったとおり、家庭での普及啓発も大事だと思ってい

ます。葛飾区では、「かつしか家庭教育のすすめ」という冊子をつくりまして、その中では「Ｓ

ＮＳかつしかっ子ルール」といったものを定めております。先ほど委員がおっしゃったように、

何時間という決めではなく家族で話し合いましょうという内容になっております。一例として、

「平日は午後８時まで、休日は午後９時まで」というルールを家族で話し合って決めてくださ

いといった普及啓発をしておりますので、指導室と協力しながら各家庭により浸透していくよ

うに努めさせていただきます。よろしくお願いします。 

○教育長 よろしいですか。 

○上原委員 はい。 

○教育長 ほかに、いかがでしょうか。 

 谷部委員。 

○谷部委員 いろいろありがとうございます。家庭教育のことをお願いしようかなと思ってい

ました。この数字を見ると割と衝撃的なので、公表していいのであれば、こうなんだというこ

とを保護者の方が分かっていいのかなと思います。 

 昨日、小学５年生の女の子と話していましたら、ほぼほぼ動画の話、ＹｏｕＴｕｂｅとかＴ

ｉｋＴｏｋとかそういう話になります。通分とか、分数の引き算とかをやっていたのですけれ

ども、勉強でさえ、「ＹｏｕＴｕｂｅで見て勉強するから大丈夫」と言われてしまいました。

ＹｏｕＴｕｂｅ見るぐらいだったら、学校の授業中に真剣に聞いてという話しをしたのですけ

れども、「そういう時代なんだな」と感じました。保護者が動画を視聴する時間も今はすごく

長いので、本当に難しいとは思うのですが、家庭で話し合うことをお願いしたいなと思います。 

 去年も申し上げたのですけれども、小さいときからの何げないボール投げの動作とか、そう

いったものはすごく大切だと思います。投げる能力が、すごく低いですよと知ることで、うち

の子はどうだろう、と思われる保護者の方もいらっしゃるのではないのかなと思います。せっ

かく大谷選手のグローブも来ましたので、学校だよりなどを通じて、ご家庭でも投げることな

どを考えてもらうきっかけにしていいただけたらなと思いました。 

○教育長 ありがとうございます。ほかにはいかがでしょうか。よろしいですか。 

 今、頂きましたご意見などを踏まえて、教育委員会としても各課、それぞれの課で連携して
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取り組んでまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、以上で報告事項等の２を終わりといたします。 

 次に、報告事項等の３「『第９回キャプテン翼ＣＵＰかつしか 2024』の実施結果について」

の報告をお願いします。 

 生涯スポーツ課長。 

○生涯スポーツ課長 それでは、「『第９回キャプテン翼ＣＵＰかつしか2024』の実施結果に

ついて」ご報告をいたします。 

 「日時」は、令和６年１月６日土曜日と７日日曜日の２日間で予選・決勝を実施いたしまし

た。１月６日は、開会式の後、キックオフで開始をいたしまして、夕方にはゆかりの地交流会

を、小松中学校体育館で行いました。１月７日は、子どもたちの試合のほかエキシビションマ

ッチを行いました。 

 「会場」は、私学事業団総合運動場で、ゆかりの地物産展、サッカー体験コーナー、区民サ

ッカー交流会等のイベントを実施いたしました。 

 エキシビションマッチの結果といたしましては、南葛ＳＣと明和ＦＣを仮定した試合を行い

まして、０対１で明和ＦＣが勝ちました。 

 「天候」は２日間とも晴れでございました。「参加人数」は、延べ２万1,381 人で、１月６

日が、観客等で 1,970人、裏面にお進みいただければと思います。１月７日が、観客等で 4,830

人、各イベント参加者数につきましては、１万 4,581 人となりました。 

 「試合結果」といたしましては、ゆかりの地チームが７チーム、葛飾区から７チーム、近隣

から４チームの合計 18チームで試合を行いまして、順位は表のとおりとなってございます。 

 なお今回、大きなけがはございませんでした。 

 ご報告は以上となります。 

○教育長 ただいまの報告につきまして、ご質問、ご意見などございましたらお願いしたいと

思います。 

 青柳委員。 

○青柳委員 私もサッカー協会に携わらせていただく中で、こういった大きな大会が葛飾区で

開催されて、大勢の人がサッカーを楽しまれるというのは、本当にありがたいことだなと感じ

ています。 

 引き続きこういう事業を続けていっていただけたらありがたいと思っています。関係者の皆

様、お疲れ様でした。ありがとうございました。 

○教育長 ありがとうございます。ほかにはいかがでしょうか。よろしいですか。 

 それでは、報告事項等の３を以上で終わりといたします。 

 本日、ご用意いたしました案件については、以上でございますけれども、その他何か、各委
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員の皆様からご質問などございましたら、お願いしたいと思います。 

 上原委員。 

○上原委員 これは、現場の方から伺った話なのですけれども、用務主事をやっていらっしゃ

る方がパソコンの番号と言うのかな、それを校長先生に教えてくださいと言ったときに、「こ

れは教職員しか使えないので駄目です」と言われたそうなのですけれども、本当にそうなので

しょうか。 

○教育長 学校教育推進担当課長。 

○学校教育推進担当課長 学校に教員向けに配付させていただいている端末については、教員

に１人１台と、学校に共用端末として５台配らせていただいています。教員の方については、

番号、恐らくＩＤとパスワードのことだと思うのですが、それぞれ設定させていただいていま

す。共用パソコンにつきましては、共用のＩＤ、パスワードというのを用意させていただいて

おります。この環境を用意している目的が、教員の方の校務事務や成績処理ですとか、保健の

管理といった、教員の校務事務に関するものと、授業で使うために用意させていただいている

ということになっています。ですので、こちらのシステムをつくるときには、用務の方が使う

という想定はしていなかったところなのですけれども、校務に当たるものということであれば、

共用のアカウントを使っていただくということは可能であると思います。しかし、用務の方が

どのような目的で、どういう業務をされようとしていたのかが、分からないところがあります。

環境としては、まず一つこちらがございます。 

 もう一つは区長部局で行政用のパソコンというのを各学校に３台、配らせていただいていま

して、そちらについては管理職の校長先生、副校長先生はそれぞれ１台ずつと、その他という

ことで各学校１台ということで、メインは事務職員の方が支払いなどで利用されていると認識

してございます。 

ですので、端末は大きく分けると２種類ございますけれども、用務の方が、どういった業務

をされたいかによっては、教員用のパソコンを使うべきかもしれませんし、行政側のパソコン

を使うべきかもしれません。今回、こういったお声が上がったというところを認識したところ

ですので、用務員を所管している教育総務課と連携を取って、目的に応じて使える環境を用意

できるかどうかについては、今後、確認させていただきたいと考えてございます。 

○教育長 上原委員。 

○上原委員 校長先生もそんなに悪気はないのだと思うのだけれども、教職員しか使えないと

いうような言い方をしたみたいなのです。そうすると用務の方も一生懸命、学校のために尽く

しているのに俺たちは違うのかというか、仲間外れにされているみたいな、そういう感覚を受

けたようなのです。 

 その方が言うには、昔は書類とかはほぼ全部手書きだったのですと。用務は、ほぼ手書きで
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やるという考え方できているみたいなのです。だけれど、今は結構パソコン使える人たちもい

っぱいいる、そのほうが早いという人も多いわけです。どちらの課の仕事なのかは分からない

のですけれども、仲間外れ的にしてしまうと、せっかくやる気でいた人も、やる気ではなくな

るではないですか。各学校によって違うかもしれないけれども、その辺も今後考えていただい

てください。一律に教職員しか使えないのですと言われてしまうと、ちょっといかがなものな

のかなと思いましたので、質問させていただきました。 

 しっかり今後考えていくことであれば、よろしくお願いします。 

○教育長 指導室長。 

○指導室長 校長の対応が丁寧ではなかったのだということを感じているところでございます。

用務の方も立派な教職員の１人であり、学校のメンバーの１人です。どんな形でお伝えするか

は熟考いたしますけれども、校長会長にて相談をさせていただきたいと思います。もしよろし

ければ、その方に大変丁寧ではなかったということをお伝えいただければと思います。申し訳

ございませんでした。 

○上原委員 結構です。 

○教育長 ほかにはいかがでしょうか。何かございますでしょうか。 

 谷部委員。 

○谷部委員 今回の能登半島地震を受けまして、防災対策について少しお話をさせていただき

たいと思います。特に地震の対応なのですけれども、まず学校においては避難計画もあるでし

ょうし、児童も含めた避難訓練等もされていると思います。わくチャレについても、安全対策

マニュアルというものをつくっていただいて、地震のことについて詳しく記載しておりますが、

今回、いま一度その検証もしていただきたいかなと思っています。 

 校内の安全箇所とか、危険箇所の検証や装備品の確認をしていただくとか、わくチャレにお

きましては、スタッフの方にいま一度、そういったマニュアルを見て、熟知していただくとい

うことなどを呼びかけていただきたいかなと思っています。 

 また、違う問題として、震度５以上になりますと保護者の方に迎えに来ていただくというこ

とになっておりますけれども、防災対策という観点から行くと、帰宅困難者になりそうなとき

はそこにとどまるように、混乱を防ぐために、無理して帰宅せずにそこにとどまるように呼び

かけています。そうしますと、保護者の方も引き取りに来られないという事案が発生します。

教員の方とかスタッフは、もちろん子どもたちを守るのですけれども、学校ですので、時間が

経つと避難所になっていったりするかと思います。私も関わらせていただくなかで、避難所を

開設、運営するところに子どもたちが多く残っているかもしれないということが、全く想定さ

れていないので、そこは防災課の話になってくるのだと思いますけれども、避難所運営の中に

は、学校の職員の方も入っていただいているので、今後、子どもたちが大勢残っていたらどう
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するのかということも、観点の一つにしていかないといけないのかなと思っています。 

 保護者の方にもそういったことを周知しておくということも大事で、今回はたまたま１月１

日で子どもたちは家庭におりましたが、東日本大震災のときは、下校している子もいたし、学

校にとどまっていた子もいたという感じでした。あの日、私も実際に体験して、学校に駆けつ

けて、最後の子が帰宅したのが８時頃で、他校もそんなに変わらなかったと聞いているので、

今、考えるととても早かったなと思っています。ただ、今後そういったことも考えられると思

うと、子どもたちを守るためにどうするのかという、あらゆる想定をいま一度、この機会に考

える機会を持っていただけたらなと思いましたので、お話しをさせていただきました。 

○教育長 教育総務課長。 

○教育総務課長 ご指摘のように、災害有事の際は、お仕事されている方は会社から出ないよ

うにといったようなことが指摘されております。こうした我が国の対応を踏まえた上で、各学

校においても危機管理マニュアルというものを策定して、必要に応じて改訂しているところで

ございます。天災に限らず、不審者侵入事件など、そういったものを契機に、文部科学省から

各自治体に対して、実情に応じたマニュアルに見直すようにということで、都度、指示がある

ところでございまして、本区としても、その指示に基づいてしっかり対応できるマニュアルに

変更してきているところでございます。 

 ただ、今、お話あったように子どもが帰れないという状況、教職員がしっかり子どもたちを

守るということと、避難所となって近隣の方が逃げ込んでくるといったところでの混乱なども

想定されるわけです。今回の震災の状況を踏まえまして、そういう際の対応をどうするかとい

うことについては、学校それから私ども区職員、改めて確認する必要があると認識しておりま

すし、また保護者の方にもどういう対応をしていくのかということを改めてお知らせする機会

になるのだろうなと認識しております。 

 いずれにしても、この能登の震災ではありますけれども、これを契機として改めてしっかり

とした対応、区としても取り組んでいきたいと思っております。 

○谷部委員 ありがとうございます。 

○教育長 防災対策につきましては、１月１日に地震・津波がありましたので、何か起きたと

きの初動の動きについて、こういった機会を捉えて確認するように校長会、副校長会でも話を

したところでございます。 

 けれども、まだまだ完璧ではないと思いますので、引き続き対応してまいりたいと思います。 

 ありがとうございます。ほかにはいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 それでは、以上をもちまして、令和６年教育委員会第１回臨時会を閉会といたします。あり

がとうございました。 

閉会時刻１０時５２分 


